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作成背景・目的
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宇宙スキル標準の概要
宇宙スキル標準は、日本の宇宙業界に求められる標準的なスキルを整理した「スキルブック」。

内閣府令和6年度事業として、

「宇宙スキル標準（試作版）」を作成

# スキル項目 スキル詳細

14 システムズエンジニアリング 要件定義にて定められたシステム要件を仕様や機能として具体化することができる能力。具体的には、・・・

15 ソフトウェアエンジニアリング ソフトウェアシステムを効率的に開発し、管理することができる能力。具体的には、・・・

16 プログラミング コンピュータプログラムを作成、テスト、デバッグ、保守することができる能力。具体的には、・・・

17 AI・機械学習 AI・機械学習を活用してコンピュータシステムを構築することができる能力。具体的には、・・・

18 データサイエンス 大規模なデータを分析し、問題解決に必要な知見を引き出したり、新たな価値を生み出したりすることができる能
力。具体的には、・・・

19 モデルベース開発 コンピューター上でシミュレーションを行うモデルを作成し、モデルを使用して設計や解析などのシステム開発を行うことが
できる能力。特に、・・・

20 周波数調整 人工衛星が使用する周波数が他の無線システムに干渉しないようにするために、周波数調整を行うことができる能
力。具体的には、・・・

21 構造設計・解析 製品の骨組みや土台などの設計・解析を行うことができる能力。具体的には、・・・

22 機構設計・解析 製品の内部構造や動作メカニズムの設計・解析を行うことができる能力。具体的には、・・・

23 熱/熱制御設計・解析 構造設計や機構設計の段階において、発熱する部品やシステム全体の温度を管理する設計・解析を行うことができ
る能力。具体的には、・・・

24 空力設計・解析 構造設計の段階において、空気力学的特性を最適化するための設計・解析を行うことができる能力。具体的に
は、・・・

スキルカテゴリ

設計・解析

基盤技術
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採用・育成・評価・スキル習得における「指針」となることを目指す

宇宙業界の主要業務に求められる
業界標準のスキルを整理

ポイント①

スキルに加え
業界標準のスキルレベルを設定

ポイント②

スキルの習得指針となる
参考となる関連学問や資格・検定を整理

ポイント③
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宇宙スキル標準の位置づけ

定期的な更新・改訂
を前提とする

業界で求められるスキルは

時々刻々と変化するため、宇

宙スキル標準はあくまで作成

時点で業界共通的とされるス

キルを整理したものである。

時勢に合わせて更新・改訂を

検討することが求められる。

利用者が取捨選択・
カスタマイズして

活用するもの

宇宙スキル標準は業界画一

的な指標の策定を目指してい

るが、企業や教育機関、自治

体などの利用者が必要に応じ

て取捨選択や調整を行いな

がら、自らに合う形で活用す

ることを前提としている。

必須事項ではなく、

「指針」の位置づけ

宇宙スキル標準に記載されて

いるスキルは業務の遂行にお

いて「必須」の位置づけではな

く、自身が有しているスキルを

さらに磨いていくための「指

針」としての活用を推奨するも

のである。

321
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【サマリ】 宇宙スキル標準の作成背景

昨今の日本の宇宙産業の興隆の一方で、多くの宇宙関連組織が人材不足をはじめとした緊急
度の高い人的課題を抱えている。「他業界からの人材流入」と、「教育機関・宇宙業界内におけ
る宇宙人材の育成」が必要不可欠である。

背景

問題

問題を抱える主体

宇宙業界への転職を検討して
いる他業界の人材・学生

人材を獲得したい宇宙業界の
企業・自治体

人材の育成・評価・配置検討を
行う企業・自治体

宇宙人材の育成を行っている
・行いたい大学・専門学校

問題（例）

 宇宙業界への理解が乏しい
 他業界でのスキルが宇宙業界で通用するか見極めが難しい

 他業界でのスキルが宇宙業界で通用するか見極めが難しい
 宇宙業界の業務や必要なスキルを明確にできていない

 人材育成がシステム化されていない
 OJTが重要視されている一方、実践には長期的な時間を要し、

かつそのような経験を獲得できる機会も不足
 人材不足による兼任の横行、業務属人化により配置転換が不成立

 現行の教育では体系的・網羅的な航空宇宙工学の指導は難しく、
企業が欲する人材像に向けた指導の実現が困難

個人
（社会人・学生）

教育機関
（大学・専門学校）

企業・自治体
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【背景】 宇宙産業の人材不足を取り巻く現状
求める人材像やスキル要件を明示できていないために、宇宙産業に就業したいと考える人材
が少なく、結果的に宇宙産業では「人材不足」が大きな問題となっている。

人材不足
発生

宇宙関連企業

 求める人材像やスキルを候補者
層に適切に伝えられていない

 大企業では収益の高い他部門に
人材がとられてしまう

               学生

 宇宙業界の具体的な就業イメージがわかず、
より身近な業界に就職する

 高度な技術が必要な印象があり、
そのハードルの高さから職業選択の

選択肢に入らない

 宇宙工学の体系的な習得機会がない

他業界の人材

 高度な技術が必要な印象があり、
そのハードルの高さから転職先の
選択肢に入らない

 自身のスキルレベルで宇宙業界で
活躍できるかどうか判断しかねる

他国の人材

 言語やスキルの面で、日本の宇宙
産業で働くことができることを証明
することが難しい

 外国籍人材の登用にあたりセキュ
リティ等の障壁がある

人材不足がさらなる機能不全を引き起こしている

 指導的立場の人材の不足
 次期リーダー層が流出

 業務ひっ迫で後進指導の時間が不足
 兼任の横行、業務の属人化により配置転換が成立しない

令和6年度 内閣府事業「ロケット開発等人材基盤を強化するスキル標準に関する調査」 人的課題に関するアンケート（2024年6月21日～7月22日）より作成
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【背景】 宇宙業界において不足する人材像
宇宙開発をリードすることができるマネジメント力のある管理人材や、宇宙分野特有の技能を
備えた高度技術人材が不足している。

「役職面」での不足 「スキル面」での不足

もともと数の少ない「管理人材」「中堅人材」が
取り合いとなり、育成不全等の悪循環に

宇宙開発全体を俯瞰したプロジェクトマネジメント、
システム開発を筆頭に宇宙機固有の業務に大きな影響

「管理人材（担当分野をリードできる人材）」の不足

「中堅人材（独力で業務遂行できる人材）」の不足

宇宙プロジェクトのマネジメント能力を持つ
「アーキテクト人材」の不足

宇宙機開発固有の「高度技術人材」の不足

宇宙開発をリードするための管理者層

（経験を獲得できる機会不足、完成され
た旧来的な製造業をベースとしたエンジ
ニアリング手法の蔓延により、新たな価
値開発を行えない）

独力で業務を遂行できる人材

（管理人材の業務ひっ迫により次世代
中堅人材の育成が進まない・新規プ
ロジェクトや繁忙プロジェクトへ機動的
に人材が投入され、一つの部署に定
着せず専門性が向上しづらい）

プロジェクトマネジメント力、宇宙開
発全般を理解し宇宙ミッションや開
発計画を俯瞰して設計する力、各シ
ステムのインターフェースの違いを
理解して推進・判断することのでき
る人材

統合的な宇宙機のシステム設計、
航法誘導制御/軌道・姿勢制御、熱
制御、品質保証・品質管理/信頼性、
運用・管制等、宇宙機固有の特殊
スキルを要する人材

主に宇宙空間の特殊性を加味した、
航空宇宙工学の素養を有した人材

令和6年度 内閣府事業「ロケット開発等人材基盤を強化するスキル標準に関する調査」 人的課題に関するアンケート（2024年6月21日～7月22日）より作成
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【背景】 問題解消に向けた「企業」の取り組み
スタートアップ・大企業いずれにおいても、多くの企業が人的課題を抱えており、解消に向けた
取り組みを積極的に推進している。特に今後は、中堅人材の採用・育成に向け、スキル要件
の整理が求められている。
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その他（自由記述）

業務内容の見直し

労働条件の改善

定年の延長・再雇用

社外での研修機会の増加

給与・各種手当の引き上げ

社内における人事制度の見直し

新卒採用の強化

社内での教育の向上

社内において必要なスキル整理の実施

中途採用の強化

スタートアップ 大企業 教育機関 研究機関 業界団体

「現在」取り組んでいる人的課題対策 「今後」取り組みたい人的課題対策

採
用
活
動
・増
員
の
強
化

積極的なキャリア採用

インターン制度・新卒人材の確保

他産業からの人材確保

大企業との人材交流

採用候補者の能力確認

宇宙産業への就職に関するPR

育
成
の
強
化

社内における育成制度の整備・育成内容の充実化

他組織との連携（企業-教育機関、企業-官公庁、自部門-他部門）

学生への教育内容の充実化

学外への教育機会の提供

そ
の
他

評価制度の改良

給与・福利厚生の見直し

必要なスキルの整理

いずれの企業も積極的に人的課題に取り組んでいる

 大企業：社内育成制度の整備の強化

 スタートアップ：採用活動を強く推進

いずれの企業も中堅人材の採用・育成を目指しており、
そのために「必要なスキルの整理」を求めている

令和6年度 内閣府事業「ロケット開発等人材基盤を強化するスキル標準に関する調査」 人的課題に関するアンケート（2024年6月21日～7月22日）より作成
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【背景】 問題解消に向けた「教育機関」の取り組み
教育機関では、企業が求める人材像を明らかにし、参考としながら効率的・効果的な教育
プログラムを作成、人材育成の加速を図りたい考え。カリキュラム体系の整理、教育の質向上
に向けて、実務において求められるスキルの整理が望まれている。

教育機関の問題 学生の問題
教育上教えるべき項目と、実務上覚えるべき

項目との整合が取れていない

研究者である教員が、総合工学である宇宙
工学を体系的・網羅的に教育しづらい

産業界との教育連携が実施されていない

航空宇宙工学を専攻している教員の数が少ない

宇宙業界に関する理解を深める機会が少ない

宇宙業界の具体的な就業イメージがわかない

高度な技術が必要であり、ハードルが高い
印象を持ってしまう

実務で求められるスキルを明らかにし、実践的な人材を育成するための効果的な教育プログラムを組成していく

 大学発スタートアップと連携し、実践的な人材育成を
実施する

 政府等から委託・採択された研究開発事業を大学と
連携することにより、当該分野への研究資金の還流
及び研究開発経験の機会提供を通じ、人材の裾野を
拡大する

 民間と高専とがタッグを組み人材育成プログラムを
実施する（現在試行段階）

 企業と連携した教育プログラムを推進する（現在試行
段階）

 学生が早い時期から実際の宇宙産業の現場の人たち
と接する機会を増やす

 大学での実践的な宇宙プロジェクトを通じ、優秀な
システムエンジニアを育成する（例：観測ロケット実験）

令和6年度 内閣府事業「ロケット開発等人材基盤を強化するスキル標準に関する調査」 人的課題に関するアンケート（2024年6月21日～7月22日）より作成
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宇宙スキル標準の想定活用方法
業界標準的なスキルが整理されることで、個人、企業、教育機関、自治体等の活用者が
自己研鑽、採用、育成など場面において、それぞれの活動を標準化・高度化することが可能。

個人

教育機関

自治体

企業

宇宙事業を営む組織における
業務、求められるスキルを理解する。

宇宙業界で獲得するべきスキル、
学習するべき学問、資格体系を

理解する。

人材の採用を検討するにあたって、
求めるスキルを定義する。

スキルレベルを設定し、
人材育成に必要な

育成プログラムの検討を行う。

施策を検討・推進を担う人材に必要な
スキルを定義する。

施策を推進する人材のスキルの水準を
定義し、体系的な評価を行う。

教育カリキュラム・プログラムを策定する
にあたって、企業が求める人材像の

レベルを認識する。

企業が求める人材像のレベルを認識し、
効果的な就職支援を行う。

育成採用

自己研鑽就職活動

就職支援教育

評価採用
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宇宙スキル標準の位置づけ
最終的なゴールは日本の宇宙産業の「人的基盤の強化」。宇宙スキル標準の作成はその
第一歩目の位置づけである。

• 宇宙スキル標準に基づき企業の採用・配置・評価が効率化・高度化する
• 宇宙スキル標準に基づく資格試験や教育プログラムを生む
• 宇宙スキル標準を活用した人材紹介・コンサルサービスを生む

【目標】 宇宙産業の人的基盤の強化

• 様々な施策実施の結果、他業界からの人材流入が加速する
• 人材不足の解消と、宇宙分野に求められる高度なスキルを有する人材が育成される
• 業界内での人材の流動性が高まる

• 個人のスキル向上、人材育成、評価、配置転換等の活動の指針となる、
宇宙業界の標準的なスキルや水準を整理したスキル標準を作成する

Step1：スキル標準の作成

Step2：スキル標準の定着



2
宇宙スキル標準の
構成・内容
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宇宙スキル標準の整理体系
宇宙スキル標準では、主要な業務を整理し、関連するスキルを定義・整理している。加えて、
一般的なロールを例示し、利用者が自身の組織にあった業務をピックアップし、ロールを
カスタマイズできる仕組みとなっている。

ロ
ー
ル

宇宙スキル標準における階層のイメージ

組織において任意の
業務を担当する職種名

（例）プロジェクトマネージャー、〇〇エンジニア

ロ
ー
ル
1

ロ
ー
ル
2

…

定義

ス
キ
ル

業
務

業
務B

業
務C

業
務D

業
務A …

ス
キ
ルc

ス
キ
ルe

ス
キ
ルg

ス
キ
ルa

ス
キ
ルi

ス
キ
ルd

ス
キ
ルf

ス
キ
ルh

ス
キ
ルb

ス
キ
ルj

ス
キ
ルl

ス
キ
ルk

…

組織において任意の目的を達成するために
必要となる機能や役割を示す仕事
（例）プロジェクトマネジメント、構造系の設計

業務を遂行するうえで
会得が推奨されるスキル
“スキル＝知識＋技能”

（例）品質マネジメント、はんだ付け

ロールの設定は組織
によって異なる

⇒利用者が自身の業務に
即してカスタマイズする

事例の
整理のみ

業界標準
として整理

整理項目
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宇宙スキル標準の構成
スキル・業務を一覧化し、各スキルのレベル、学問資格・検定を整理。また、主要なロール、
インターンシップ等の情報を掲載。

スキル一覧表
（業界標準スキル計94個）

主要ロール一覧
（業界共通的な

主要なロールの例を整理）

業務一覧表
（業界標準業務計56個）

参考プログラム
（インターンシップ、コンテスト等

の情報を掲載）

# スキル項目 スキル詳細

14 システムズエンジニアリング 要件定義にて定められたシステム要件を仕様や機能として具体化することができる能力。具体的には、・・・

15 ソフトウェアエンジニアリング ソフトウェアシステムを効率的に開発し、管理することができる能力。具体的には、・・・

16 プログラミング コンピュータプログラムを作成、テスト、デバッグ、保守することができる能力。具体的には、・・・

17 AI・機械学習 AI・機械学習を活用してコンピュータシステムを構築することができる能力。具体的には、・・・

18 データサイエンス 大規模なデータを分析し、問題解決に必要な知見を引き出したり、新たな価値を生み出したりすることができる能
力。具体的には、・・・

19 モデルベース開発 コンピューター上でシミュレーションを行うモデルを作成し、モデルを使用して設計や解析などのシステム開発を行うことが
できる能力。特に、・・・

20 周波数調整 人工衛星が使用する周波数が他の無線システムに干渉しないようにするために、周波数調整を行うことができる能
力。具体的には、・・・

21 構造設計・解析 製品の骨組みや土台などの設計・解析を行うことができる能力。具体的には、・・・

22 機構設計・解析 製品の内部構造や動作メカニズムの設計・解析を行うことができる能力。具体的には、・・・

23 熱/熱制御設計・解析 構造設計や機構設計の段階において、発熱する部品やシステム全体の温度を管理する設計・解析を行うことができ
る能力。具体的には、・・・

24 空力設計・解析 構造設計の段階において、空気力学的特性を最適化するための設計・解析を行うことができる能力。具体的に
は、・・・

スキルカテゴリ

設計・解析

基盤技術

# 業務項目 業務詳細

9 概念設計（システム全体） ミッションやミッションに紐づく計画を実現するために、システム全体の要件を定める概念設計を行う。具体的には、・・・

10 システム設計（システム全体） 概念設計にて定義したシステム全体の要件に基づき、システム全体の信頼性・安全性設計、
システムアーキテクチャの設計、・・・

11 品質検査・品質管理 調達したシステムや部材、材料の品質検査を行い、規定の信頼性・安全性・その他要件水準を
満たしているか検査する。また、・・・

12 組付け（インテグレーション） 各サブシステムの組付けを行い、全体システムを製造する。

13 構造系の設計 ミッション要件を実現する機能・性能要件と、温度や振動などの特定環境条件化における信頼性・安全性要件を
満たすことができるように、・・・

14 構造系の製造 設計図に基づき、適切な材料・加工法を用いて、各種部品の製造を行う。また、・・・

15 構造系の解析 ミッション要件を実現する機能・性能要件と、温度や振動などの特定環境条件化における
信頼性・安全性要件を満たすことができるように、・・・

16 構造系の試験 設計段階から製造後の段階において、材料や部品、製作したシステムが
機能・性能要件及び信頼性・安全性要件を満たしているかの検証を行う。・・・

17 推進系の設計 ミッション要件を実現する機能・性能要件と、温度や振動などの特定環境条件化における
信頼性・安全性要件を満たすことができるように、・・・

18 推進系の製造 設計図に基づき、適切な材料・加工法を用いて、各種部品の製造を行う。また、・・・

19 推進系の解析 ミッション要件を実現する機能・性能要件と、温度や振動などの特定環境条件化における
信頼性・安全性要件を満たすことができるように、・・・

20 推進系の試験 設計段階から製造後の段階において、材料や部品、製作した推進系システムが
機能・性能要件及び信頼性・安全性要件を満たしているかの検証を行う。・・・

業務カテゴリ

構造系

推進系

システム全体
エンジニアリング

領域別
エンジニアリング

スキルレベル
（各スキルに対して
4指標5段階で整理）

1 2 3 4 5

遂行可能な業務範囲・深さ
システムズエンジニアリングに求めら
れるアクションやプロセスを理解して
いる。

システムの基本的な要件を理解
し、簡単なシステム設計業務を行
うことができる。

システムにおける特定のシステムの
要件を定義することができ、設計を
行うことができる。

システム全体の要件定義を行うこ
とができ、要件を分解し、タスクに
落とし込むことができる。

最新のシステム開発技術や手法
を踏まえたうえで、先進的なシステ
ム開発を主導することができる。

業務遂行時の自立性 上位者の補助のもと業務を行うこ
とができる。

上位者の監督のもと業務を行うこ
とができる。 自力で業務を行うことができる。 業務の監督を行うことができる。 業務の指導を行うことができる。

資格・検定 ー ・ITパスポート試験 ・基本情報技術者試験 ・応用技術者試験
・システムアーキテクト試験
・ITストラテジスト試験
・プロジェクトマネージャ試験

経験年数 業務経験を有している。 業務経験を1年以上有している。 業務経験を3年以上有している。 業務経験を5年以上有している。 業務経験を7年以上有している。

遂行可能な業務範囲・深さ
ソフトウェアのシステムズエンジニアリ
ングに求められるアクションやプロセ
スを理解している。

システムの基本的な要件を理解
し、簡単なプログラミングを書くこと
ができる。

システムにおける特定範囲の要件
を定義することができ、ソフトウェア
設計を行うことができる。

システム全体の要件定義を行うこ
とができ、要件を分解し、タスクに
落とし込むことができる。

最新のシステム開発技術や手法
を踏まえたうえで、先進的なシステ
ム開発を主導することができる。

業務遂行時の自立性 上位者の補助のもと業務を行うこ
とができる。

上位者の監督のもと業務を行うこ
とができる。 自力で業務を行うことができる。 業務の監督を行うことができる。 業務の指導を行うことができる。

資格・検定 ー ・ITパスポート試験 ・基本情報技術者試験 ・応用技術者試験
・システムアーキテクト試験
・ITストラテジスト試験
・プロジェクトマネージャ試験

経験年数 業務経験を有している。 業務経験を1年以上有している。 業務経験を3年以上有している。 業務経験を5年以上有している。 業務経験を7年以上有している。

遂行可能な業務範囲・深さ プログラミングの基本的な概念を理解してい
る。 簡単なプログラムを作成することができる。 基本的なデータ構造やアルゴリズムを実装

し、プログラムを作成することができる。

宇宙輸送機や人工衛星において求められ
る制御プログラミングや通信プログラミングを
理解し、プログラムを作成することができる。

最新のシステム開発技術や手法を踏まえた
うえで、宇宙輸送機や人工衛星における先
進的なプラグラムを作成することができる。

業務遂行時の自立性 上位者の補助のもと業務を行うことができ
る。

上位者の監督のもと業務を行うことができ
る。 自力で業務を行うことができる。 業務の監督を行うことができる。 業務の指導を行うことができる。

資格・検定 ー ・ITパスポート試験 ・基本情報技術者試験 ・応用技術者試験 ー

経験年数 業務経験を有している。 業務経験を1年以上有している。 業務経験を3年以上有している。 業務経験を5年以上有している。 業務経験を7年以上有している。

基盤技術

スキルカテゴリ # スキル項目 評価軸 スキルレベル

システムズ
エンジニアリング

15 ソフトウェア
エンジニアリング

プログラミング

14

16

ロール（大） # ロール（小） 宇宙産業において担う役割・責任

4 構造系システムエンジニア システムアーキテクトと調整をしながら、宇宙機器の“箱”となる筐体の構造設計と、宇宙機器に電気を供給する内部電気部品の
設計に関わる具体的な要求レベルを整理し、仕様に落とす役割を担う。

5 構造系設計エンジニア
構造系システムエンジニアが設定した仕様に基づき、宇宙機器の“箱”となる筐体の構造設計と、宇宙機器に
電気を供給する内部電気部品の実装設計を担う。システム要求に基づいた機体構造の設計、検証計画の策定、
解析や試験での設計結果の評価、開発におけるスケジュール管理や社内外での調整を担う。

6 推進系システムエンジニア システムアーキテクトと調整をしながら、宇宙輸送機・人工衛星が推進するために必要な宇宙輸送機の
エンジンや衛星のスラスタ等の推進機構についての設計に関わる具体的な要求レベルを整理し、仕様に落とす役割を担う。

7 推進系設計エンジニア
推進系システムエンジニアが設定した仕様に基づき、宇宙輸送機・人工衛星が推進するために必要な宇宙輸送機のエンジンや衛
星のスラスタ等の推進機構について概念設計、詳細設計、組立、試験を担う。液体・固体燃料を用いる化学推進や、
電気推進など、それぞれに担当がつく場合もある。

構造系
エンジニア

推進系
エンジニア

カテゴリ # 活動名 活動の概要 活動の詳細

共同実験 1 学生共同実験 ロケットや缶サット等、打上や放球に関する大規模な実験を全国の大学・大学生が協力して実施する。

【開催時期】
開催場所により異なる。
【開催場所】
能代宇宙広場（秋田県浅内第3鉱滓堆積場）：8月中旬
伊豆大島及び加太等：春と秋

競技会 2 宇宙甲子園 缶サットやロケット、成層圏気球など、高校生が参加（ロケットは中学生も参加可能）できる競技会や
共同実験を実施する。

・缶サット/ロケット
【開催時期】
9~12月頃：地方大会、1~3月：全国大会
・成層圏気球
【開催時期】
9月：全国共同実験、3月：世界規模の共同実験
【開催場所】
全国：愛媛県、世界：モンゴル

講座 3 UNISECアカデミー
 実践宇宙工学講座

超小型衛星の設計・製造・運用に必要な、「基本的な知識の習得」と「実機開発上の問題解決への貢献」
を主眼とするオンライン講座。 【リンク】

https://unisec.jp/service/lecture

オンライン
セミナー 4 気づくセミナー宇宙大学

JAXA、大学教授、宇宙ベンチャー、宇宙法の専門家、宇宙学生団体など、宇宙業界のトップリーダーによる
講演を約5年間、毎月開催。宇宙輸送や月面探査をはじめ、有人宇宙、宇宙法など分野にとらわれず幅広
いテーマを取り扱うことで、宇宙への興味関心の入り口を広げている。参加者は、大企業から中小企業、
学校、行政関係者、小〜大学生まで幅広い層。また、YouTubeにアーカイブを公開することで、ネット環境が
あれば誰もが参加できることから、宇宙産業や宇宙業界についての良質な学びや進路を決める上でのきっかけ
作りを提供している。

【開催時期】
毎月2回
【開催場所】
オンライン
【リンク】
https://spaceuniversity.jp/

学問資格・検定一覧
（スキルごとに学問・資格を

一覧化）
# スキル項目 学問体系 関連資格

14 システムズエンジニアリング ー

・基本情報技術者試験
・応用技術者試験
・システムアーキテクト試験
・ITストラテジスト試験

15 ソフトウェアエンジニアリング ー

・基本情報技術者試験
・応用技術者試験
・システムアーキテクト試験
・ITストラテジスト試験

16 プログラミング 情報学基礎/ソフトウェア
・ITパスポート試験
・基本情報技術者試験
・応用技術者試験

スキルカテゴリ

基盤技術
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①スキル一覧
宇宙業界において共通的に求められるスキルを一覧化した表。
各スキルの詳細説明が記載されている。

スキル‐業務‐スキルディクショナリ‐スキルレベル‐学問・資格検定‐ロール ‐プログラム

# スキル項目 スキル詳細

14 システムズエンジニアリング 要件定義にて定められたシステム要件を仕様や機能として具体化することができる能力。具体的には、・・・

15 ソフトウェアエンジニアリング ソフトウェアシステムを効率的に開発し、管理することができる能力。具体的には、・・・

16 プログラミング コンピュータプログラムを作成、テスト、デバッグ、保守することができる能力。具体的には、・・・

17 AI・機械学習 AI・機械学習を活用してコンピュータシステムを構築することができる能力。具体的には、・・・

18 データサイエンス 大規模なデータを分析し、問題解決に必要な知見を引き出したり、新たな価値を生み出したりすることができる能
力。具体的には、・・・

19 モデルベース開発 コンピューター上でシミュレーションを行うモデルを作成し、モデルを使用して設計や解析などのシステム開発を行うことが
できる能力。特に、・・・

20 周波数調整 人工衛星が使用する周波数が他の無線システムに干渉しないようにするために、周波数調整を行うことができる能
力。具体的には、・・・

21 構造設計・解析 製品の骨組みや土台などの設計・解析を行うことができる能力。具体的には、・・・

22 機構設計・解析 製品の内部構造や動作メカニズムの設計・解析を行うことができる能力。具体的には、・・・

23 熱/熱制御設計・解析 構造設計や機構設計の段階において、発熱する部品やシステム全体の温度を管理する設計・解析を行うことができ
る能力。具体的には、・・・

24 空力設計・解析 構造設計の段階において、空気力学的特性を最適化するための設計・解析を行うことができる能力。具体的に
は、・・・

スキルカテゴリ

設計・解析

基盤技術

スキル詳細：該当スキルを解説する詳細説明

スキル項目：宇宙スキル標準にて定義するスキルの名称

スキルカテゴリ：スキルのカテゴリを示す項目



17

②業務一覧
宇宙業界において共通的な業務分野を一覧化した表。
各業務の詳細説明が記載されている。

# 業務項目 業務詳細

9 概念設計（システム全体） ミッションやミッションに紐づく計画を実現するために、システム全体の要件を定める概念設計を行う。具体的には、・・・

10 システム設計（システム全体） 概念設計にて定義したシステム全体の要件に基づき、システム全体の信頼性・安全性設計、
システムアーキテクチャの設計、・・・

11 品質検査・品質管理 調達したシステムや部材、材料の品質検査を行い、規定の信頼性・安全性・その他要件水準を
満たしているか検査する。また、・・・

12 組付け（インテグレーション） 各サブシステムの組付けを行い、全体システムを製造する。

13 構造系の設計 ミッション要件を実現する機能・性能要件と、温度や振動などの特定環境条件化における信頼性・安全性要件を
満たすことができるように、・・・

14 構造系の製造 設計図に基づき、適切な材料・加工法を用いて、各種部品の製造を行う。また、・・・

15 構造系の解析 ミッション要件を実現する機能・性能要件と、温度や振動などの特定環境条件化における
信頼性・安全性要件を満たすことができるように、・・・

16 構造系の試験 設計段階から製造後の段階において、材料や部品、製作したシステムが
機能・性能要件及び信頼性・安全性要件を満たしているかの検証を行う。・・・

17 推進系の設計 ミッション要件を実現する機能・性能要件と、温度や振動などの特定環境条件化における
信頼性・安全性要件を満たすことができるように、・・・

18 推進系の製造 設計図に基づき、適切な材料・加工法を用いて、各種部品の製造を行う。また、・・・

19 推進系の解析 ミッション要件を実現する機能・性能要件と、温度や振動などの特定環境条件化における
信頼性・安全性要件を満たすことができるように、・・・

20 推進系の試験 設計段階から製造後の段階において、材料や部品、製作した推進系システムが
機能・性能要件及び信頼性・安全性要件を満たしているかの検証を行う。・・・

業務カテゴリ

構造系

推進系

システム全体
エンジニアリング

領域別
エンジニアリング

業務詳細：該当業務を解説する詳細説明

業務項目：宇宙スキル標準にて定義する業務の名称

業務カテゴリ：業務のカテゴリを示す項目

スキル‐業務‐スキルディクショナリ‐スキルレベル‐学問・資格検定‐ロール ‐プログラム
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③スキルディクショナリ
業務に対して、関連するスキルを一覧化した表。
業務とスキルが整理された一覧表のことを「スキルディクショナリ」と呼称。

概念図

業務A

業務B

業務C

業務D

スキルa

スキルb

スキルc

スキルd

スキルe

スキルf

スキルg

スキルh

・・・
・・・

業務一覧 スキル一覧
業務項目

システムズエンジニアリング
ソフトウェアエンジニアリング
プログラミング
データサイエンス
モデルベース開発
システムデザイン・マネジメント
サービスデザイン
構造設計・解析
機構設計・解析
熱/熱制御設計・解析
空力設計・解析
流体制御設計・解析
艤装設計・解析
回路設計・解析
ネットワーク設計・解析
誘導制御系の設計・解析
姿勢制御系の設計・解析
太陽電池システム設計・解析
EMC設計・解析
機械的インターフェース設計・解析
電気的インターフェース設計・解析
材料設計・解析
信頼性設計
安全性設計
整備性設計
保全性設計
宇宙環境条件の反映（設計・解析・試験）

システム全体
エンジニアリング

概念設計
（システム全体）

スキル項目業務カテゴリ

業務カテゴリ：業務のカテゴリを示す項目

業務項目：宇宙スキル標準にて定義する業務

スキル項目：宇宙スキル標準にて定義するスキル

スキル‐業務‐スキルディクショナリ‐スキルレベル‐学問・資格検定‐ロール ‐プログラム
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④スキルレベル一覧
各スキルを評価する4つの評価軸を設け、評価軸ごとに5段階のスキルのレベルを設定。
スキルごとに評価軸、スキルのレベルが一覧化されている表。利用者は必要なスキル及びス
キルレベルを取捨選択し、求める人材像の定義のカスタマイズが可能。

1 2 3 4 5

遂行可能な業務範囲・深さ
システムズエンジニアリングに求めら
れるアクションやプロセスを理解して
いる。

システムの基本的な要件を理解
し、簡単なシステム設計業務を行
うことができる。

システムにおける特定のシステムの
要件を定義することができ、設計を
行うことができる。

システム全体の要件定義を行うこ
とができ、要件を分解し、タスクに
落とし込むことができる。

最新のシステム開発技術や手法
を踏まえたうえで、先進的なシステ
ム開発を主導することができる。

業務遂行時の自立性 上位者の補助のもと業務を行うこ
とができる。

上位者の監督のもと業務を行うこ
とができる。 自力で業務を行うことができる。 業務の監督を行うことができる。 業務の指導を行うことができる。

資格・検定 ー ・ITパスポート試験 ・基本情報技術者試験 ・応用技術者試験
・システムアーキテクト試験
・ITストラテジスト試験
・プロジェクトマネージャ試験

経験年数 業務経験を有している。 業務経験を1年以上有している。 業務経験を3年以上有している。 業務経験を5年以上有している。 業務経験を7年以上有している。

遂行可能な業務範囲・深さ
ソフトウェアのシステムズエンジニアリ
ングに求められるアクションやプロセ
スを理解している。

システムの基本的な要件を理解
し、簡単なプログラミングを書くこと
ができる。

システムにおける特定範囲の要件
を定義することができ、ソフトウェア
設計を行うことができる。

システム全体の要件定義を行うこ
とができ、要件を分解し、タスクに
落とし込むことができる。

最新のシステム開発技術や手法
を踏まえたうえで、先進的なシステ
ム開発を主導することができる。

業務遂行時の自立性 上位者の補助のもと業務を行うこ
とができる。

上位者の監督のもと業務を行うこ
とができる。 自力で業務を行うことができる。 業務の監督を行うことができる。 業務の指導を行うことができる。

資格・検定 ー ・ITパスポート試験 ・基本情報技術者試験 ・応用技術者試験
・システムアーキテクト試験
・ITストラテジスト試験
・プロジェクトマネージャ試験

経験年数 業務経験を有している。 業務経験を1年以上有している。 業務経験を3年以上有している。 業務経験を5年以上有している。 業務経験を7年以上有している。

遂行可能な業務範囲・深さ プログラミングの基本的な概念を理解してい
る。 簡単なプログラムを作成することができる。 基本的なデータ構造やアルゴリズムを実装

し、プログラムを作成することができる。

宇宙輸送機や人工衛星において求められ
る制御プログラミングや通信プログラミングを
理解し、プログラムを作成することができる。

最新のシステム開発技術や手法を踏まえた
うえで、宇宙輸送機や人工衛星における先
進的なプラグラムを作成することができる。

業務遂行時の自立性 上位者の補助のもと業務を行うことができ
る。

上位者の監督のもと業務を行うことができ
る。 自力で業務を行うことができる。 業務の監督を行うことができる。 業務の指導を行うことができる。

資格・検定 ー ・ITパスポート試験 ・基本情報技術者試験 ・応用技術者試験 ー

経験年数 業務経験を有している。 業務経験を1年以上有している。 業務経験を3年以上有している。 業務経験を5年以上有している。 業務経験を7年以上有している。

基盤技術

スキルカテゴリ # スキル項目 評価軸 スキルレベル

システムズ
エンジニアリング

15 ソフトウェア
エンジニアリング

プログラミング

14

16

スキルカテゴリ：スキルのカテゴリを示す項目

スキル項目：宇宙スキル標準にて定義するスキルの名称

評価軸：スキルレベルの軸となる指標 スキルレベル：スキルの能力を評価する5段階の指標

スキル‐業務‐スキルディクショナリ‐スキルレベル‐学問・資格検定‐ロール ‐プログラム
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⑤スキル×学問・資格検定
スキルごとに関連する学問・資格検定が記載されている表。

※1 学問体系は文部科学省「系・分野・分科・細目表」より引用
※2 資格検定はあくまでも参考。資格の有無がスキルの有無を表すものではない

# スキル項目 学問体系 関連資格

14 システムズエンジニアリング ー

・基本情報技術者試験
・応用技術者試験
・システムアーキテクト試験
・ITストラテジスト試験

15 ソフトウェアエンジニアリング ー

・基本情報技術者試験
・応用技術者試験
・システムアーキテクト試験
・ITストラテジスト試験

16 プログラミング 情報学基礎/ソフトウェア
・ITパスポート試験
・基本情報技術者試験
・応用技術者試験

スキルカテゴリ

基盤技術

スキルカテゴリ：スキルのカテゴリを示す項目

スキル項目：宇宙スキル標準にて定義するスキルの名称

※1 ※2

学問体系・関連資格：関連する学問体系および関連資格の代表例

スキル‐業務‐スキルディクショナリ‐スキルレベル‐学問・資格検定‐ロール ‐プログラム
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⑥ロール一覧
宇宙業界における主要なロールの例とロールが担う役割の例が記載されいている一覧表。

ロール（大） # ロール（小） 宇宙業界において担う役割・責任

4 構造系システムエンジニア システムアーキテクトと調整をしながら、宇宙機器の“箱”となる筐体の構造設計と、宇宙機器に電気を供給する内部電気部品の設
計に関わる具体的な要求レベルを整理し、仕様に落とす役割を担う。

5 構造系設計エンジニア
構造系システムエンジニアが設定した仕様に基づき、宇宙機器の“箱”となる筐体の構造設計と、宇宙機器に電気を供給する内部
電気部品の実装設計を担う。システム要求に基づいた機体構造の設計、検証計画の策定、解析や試験での設計結果の評価、開
発におけるスケジュール管理や社内外での調整を担う。

6 推進系システムエンジニア システムアーキテクトと調整をしながら、宇宙輸送機・人工衛星が推進するために必要な宇宙輸送機のエンジンや人工衛星のスラス
タ等の推進機構の設計に関わる具体的な要求レベルを整理し、仕様に落とす役割を担う。

7 推進系設計エンジニア
推進系システムエンジニアが設定した仕様に基づき、宇宙輸送機・人工衛星が推進するために必要な宇宙輸送機のエンジンや衛
星のスラスタ等の推進機構について概念設計、詳細設計、組立、試験を担う。液体・固体燃料を用いる化学推進や、電気推進な
ど、それぞれに担当がつく場合もある。

構造系エンジニア

推進系エンジニア

ロール（小）：ロール（大）を詳細化したロール

宇宙業界において担う役割・責任：宇宙業界において各ロールが担う役割・責任等

ロール（大）：業務に関連する職種の大枠

スキル‐業務‐スキルディクショナリ‐スキルレベル‐学問・資格検定‐ロール ‐プログラム
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カテゴリ # 活動名 活動の概要 活動の詳細

共同実験 1 学生共同実験 ロケットや缶サット等、打上や放球に関する大規模な実験を全国の大学・大
学生が協力して実施する。

【開催時期】
開催場所により異なる。
【開催場所】
能代宇宙広場（秋田県浅内第3鉱滓堆積場）
伊豆大島及び加太
その他

競技会 2 宇宙甲子園 缶サットやロケット、成層圏気球など、高校生が参加（ロケットは中学生も参
加可能）できる競技会や共同実験を実施する。

・缶サット／ロケット
【開催時期】
9～12月頃：地方大会、1～3月：全国大会
・成層圏気球
【開催時期】
9月：全国共同実験、3月：世界規模の共同実験
【開催場所】
全国：愛媛県、世界：モンゴル

講座 3 UNISECアカデミー
 実践宇宙工学講座

超小型衛星の設計・製造・運用に必要な、「基本的な知識の習得」と「実機
開発上の問題解決への貢献」を主眼とするオンライン講座。 【リンク】

https://unisec.jp/service/lecture

⑦参考プログラム
企業・団体・教育機関・自治体などが取り組む宇宙人材育成に関連するプログラム情報が
記載されている表。

カテゴリ：プログラムを種別ごとにカテゴライズした項目

活動名：公表されているプログラムの名称および呼称

活動の概要：活動内容に関する概要 活動の詳細：活動内容に関する詳細情報

スキル‐業務‐スキルディクショナリ‐スキルレベル‐学問・資格検定‐ロール ‐プログラム
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24

主催 内閣府宇宙開発戦略推進事務局

日時 令和7年2月25日（火）10：00～12：00

形式

オンライン
※事前登録不要
※9：30以降入室可

https://event-azsa.webex.com/event-azsa/j.php?MTID=m243615f1
af3f87f127e5b0cc85b252b2
ウェビナー番号 ：2510 945 5380
ウェビナーパスワード ：SpaceSkill2025

内容

1.「宇宙スキル標準（試作版）」の概要

2.「宇宙スキル標準（試作版）」の作成方針

3.「宇宙スキル標準（試作版）」の詳細説明

4.「宇宙スキル標準（試作版）」の掲載先紹介

5.今後の活動計画

6.質疑応答

注意
事項

事前登録は不要ですが、入室時に①ご所属組織の正式名称、②お名前、③メールアドレスのご入力が必要です。
（参加者同士は情報が見えないようになっております。）

説明会は記録のため録画をいたします。

問合せ先
JP-FM_SpaceSS@jp.kpmg.com
※本説明会に関わらず、宇宙スキル標準の取り組みに関するご質問・ご相談がございましたら、上記アドレスより
ご連絡ください。

宇宙スキル標準の全国説明会概要
内閣府が主体となり、「宇宙スキル標準」の概要や活動に関する説明会を実施いたします。

https://event-azsa.webex.com/event-azsa/j.php?MTID=m243615f1af3f87f127e5b0cc85b252b2
https://event-azsa.webex.com/event-azsa/j.php?MTID=m243615f1af3f87f127e5b0cc85b252b2
mailto:JP-FM_SpaceSS@jp.kpmg.com


内閣府「我が国のロケット開発等人材基盤を強化するスキル標準に関する調査」
検討会事務局
JP-FM_SpaceSS@jp.kpmg.com

mailto:JP-FM_SpaceSS@jp.kpmg.com
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